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②道路橋石橋としての定期点検の留意事項
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■ １．定期点検の留意点
・定期点検の基本
・耐荷機構に関わる変状の要因との関係
・全体外観確認
・各部材の状態把握

□ ２．記録方法の例



１．1 定期点検の基本①
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付録１ ２．定期点検の実施にあたっての一般的留意事項
 第三者被害の防止

 構造安全

 長寿命化

■道路橋の定期点検の目的

• 道路利用者並びに第三者が、道路橋や附属物などからのボル
トやコンクリート片、腐食片などの落下などにより安全な通行を
妨げられることを極力避けられるように措置が行われること。

• 道路橋が、道路機能の長期間の不全を伴う落橋やその他構造
安全上の致命的な状態に至らないように、次回定期点検までを
念頭にした、措置の必要性について判断を行うために必要な技
術的所見を得ること。

• 道路の効率的な維持管理に資するよう道路橋の長寿命化を行
うにあたって、時宜を得た対応を行う上で必要な技術的所見を
得ること。

 定期点検は、基本として全ての部材
について、次回の定期点検までの措
置の必要性の検討を行う

 将来の維持管理に有益となるように、
把握した状態の記録を効果的に残す

道路橋毎・部材毎に状態把握の方
法や記録の内容について様々な判
断や取捨選択をするときに、常に念
頭におく



１．2 定期点検の基本②

石造アーチ橋の定期点検では、適切な健全性の診断及び第三者被害防止
のための措置ができるよう、以下の観点に留意して行うことが基本

１）石造アーチ橋の耐荷機構の成立性の診断に必要な情報を把握

２）対象部位の状態の把握を的確に実施するため、樹木や植生を除去

３）変状が疑われる要因、変状につながる要因を多角的に把握

４）第三者被害の措置

・石片や目地材等の除去
・措置ができない場合は方法検討後に措置
・舗装や付属施設等についても状態を把握
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１．3 定期点検の基本③

５）樹根は取り除くことを基本

→本体に影響の無い範囲まで除去
→撤去できない樹根は、取り除く措置を検討できるように記録

６）文献や調査で文化財指定が確認された場合は指定機関を記録

７）石材以外の補強部材は「道路橋定期点検要領」を参照

5写真1.3-1 植生の伐採前 写真1.3-2 植生の伐採後
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■定期点検の手順の考え方(参考例)

１．4 定期点検の手順の考え方①

・外観目視による全体把握（アーチ・壁石形
状、防護柵の傾斜、舗装の異常等）

　・アーチの変形量、径間長、ライズ、壁石の
はらみ出し量

　・沈下・移動・傾斜、洗掘
　・空洞、樹根貫入

アーチ・壁石の形状確認

アーチ・壁石の形

状に変化はあるか

変状箇所の石材相互の

組合せ状態の確保

有

無

全体外観確認

形状変化箇所の石材相

互の組合せ状態の確認

変化量（程度）の把握

石材相互の一体

性・土圧バランス

に問題はないか

無

有

形状変化に直接的に影

響する要因の確認

変状箇所の石材

相互の一体性の確

保に問題はないか

有

無

石材、その他の

変状の確認

アーチ・壁石の形

状・石材相互の一体

性に影響はあるか

無

次回定期点検までの措置の必要

性に関する判定（健全性の診断）

変化量（程度）の把握

変化量（程度）の把握

有

構造安全性に

影響を及ぼす

形状・変状

構造安全性に

影響を及ぼす

形状・変状

石材単体・

その他の

変状
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１．5 定期点検の手順の考え方②

※石材相互の一体性とは
・輪石：アーチ機構により石材同士が圧
縮力を伝達しているか。

・壁石：石積み（擁壁）機能として石材同
士の組合せ状態が確保されているか。

※石材相互の組合せとは
・抜け落ち、はらみ出し、ずれ（抜け出
し）、開き（隙間）、 ひびわれ、破断（亀
裂）、剥離の組合せ

輪石

壁
石

［石造アーチ橋の概念図］ ［壁石・中詰の概念図］

輪石

背面地盤

路面

壁石

中詰

橋台
（輪石基礎）

図1.5-1 石材相互の一体性の概要図

■定期点検の手順の考え方(参考例)



１）構造（部位・部材）を区分、橋の状態に関する情報を把握できるように手順や方法を検討

・石造アーチ橋は離散構造 →石材の動きが橋全体の挙動に連動

・洗掘による橋台の変状 →輪石や壁石も追随

・特に、橋台･橋脚･基礎、輪石、壁石･中詰は、アーチ機構の構造安全性に密接に関係
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輪石

背面地盤

路面

壁石

輪石

洗掘橋台
（輪石基礎）

背
面
土
流
出

図1.6-1 耐荷機構の概念 図1.6-2 挙動事例（イメージ）

１．6 耐荷機構に関わる変状の要因との関係



表1.7-1 状態把握の手順
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部位・部材 概念図

１）
橋台・橋脚・基礎
輪石

２） 壁石・中詰

３） 路面・背面地盤

４） その他部材 －

壁石

背面地盤 背面地盤

路面 路面

輪石

橋台
（輪石基礎）

１．7 耐荷機構に関わる変状の要因との関係
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１．8 全体外観確認

写真1.8-2 全体外観確認の事例②

全体外観・アーチ形状の変化の確認

写真1.8-1 全体外観確認の事例①

壁石のはらみ出し等の確認

洗掘等の確認

■全体外観確認の事例①

近接目視点検に先立ち、事前の現地踏査で橋梁全体の状況変化の外観を確認

１）舗装の滞水・沈下、輪石・壁石の形状変化

２）基礎の洗掘や沈下・移動・傾斜

３）１）～２）の相互の関連性を踏まえて全体形状の外観確認
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１．9 全体外観確認

写真1.9-1 舗装の滞水により壁石のはらみ出しが生じた事例

■全体外観確認の事例②
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１．10 全体外観確認

写真1.10-1 舗装の異常（背面地盤の沈下）と基礎の洗掘が確認された事例

■全体外観確認の事例③
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石造アーチ橋の耐荷機構は、

１）アーチの形状が保たれていることや土圧や鉛直荷重が均等であることが重要

２）アーチ・壁石の形状の変化を把握

・アーチの変形量、径間長、ライズ、壁石のはらみ出し量

写真1.11-1 アーチ形状の変形の事例

１．11 各部材の状態把握 （アーチ・壁石の形状）

輪石

背面地盤

路面

壁石

橋台
（輪石基礎）

図1.11-1 石造アーチ橋の概念図

■アーチ･壁石の状態の把握



14写真1.12-1 壁石の通り・はらみ出しの事例

１．12 各部材の状態把握 （アーチ・壁石の形状）

■アーチ･壁石の状態の把握［壁石の通り・はらみ出しの事例］



15

１）アーチ機構により石材同士が圧縮力を伝達し、橋台・橋脚の基礎を介して荷重を堅固な
地盤に伝達ができることや、輪石部分が壁石や中詰を支持し、中詰土の流出等がないこ
とを確認するため、下記の観点で状態の把握が必要

①護岸を含む基礎周辺地盤の洗掘等
②橋台・橋脚・基礎の沈下・移動・傾斜の有無
③石材同士の一体性
④圧縮力を伝達している石材の状態

なお、河川内の流水部は、基礎地盤の状態が確認しやすい非出水期の実施が望ましい。

１．13 各部材の状態把握 （橋台・橋脚・基礎、輪石）

輪石

背面地盤

路面

壁石

橋台
（輪石基礎）

③石材同士の一
体性の状態

①洗掘等の有
無

②沈下･移動･
傾斜の有無

④圧縮力を伝達
している石材
の状態

図1.13-1 橋台・基礎・輪石の状態の把握の概要図

■橋台･橋脚･基礎、輪石の状態の把握



アーチ形状が崩れると構造安全性に影響を与え
るため、以下の点を念頭に置きながら状態の把握
を行うことが重要

イ）抜け落ちやずれが生じていないか

・要石付近では、活荷重による影響にも注意

ロ）石材の抜け落ちやずれの寸法を計測

・アーチ形状の変化、摩耗等が疑われる石材
・形状の変化や摩耗の要因
・アーチ機構の構造安全性の今後の経時変化

16図1.14-1 構造安全性に影響を及ぼす変状事例

１．14 各部材の状態把握 （橋台・橋脚・基礎、輪石）

写真1.14-1 輪石のずれ（抜け出し）の事例

■橋台･橋脚･基礎、輪石の状態の把握
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ハ）ひびわれ、破断（亀裂）、剥離

・石材相互の一体性も確認

ニ）ひびわれ、破断（亀裂）、剥離の変状を定量的
に計測

・形状の変化の要因

・アーチの安定性の今後の経時変化

ホ）ひびわれ、破断（亀裂）、剥離、変色・劣化

・漏水の状況、洪水時の流下物の衝突痕を把握

ヘ）基礎地盤の改良として梯子胴木が露出

・形状や劣化状況も確認

図1.15-1 石材単体の変状事例

１．15 各部材の状態把握 （橋台・橋脚・基礎、輪石）

写真1.15-1 輪石の破断(亀裂)の事例

写真1.15-2 輪石の漏水の事例

■橋台･橋脚･基礎、輪石の状態の把握
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１）壁石が中詰を保持して中詰土の流出等がないこと、中詰が壁石の形状を保持し
て路面高さを保持できること等を確認するために、下記の観点で状態を確認

① 壁石のはらみ出し
② 中詰の流出、空洞
③ 漏水の有無、舗装の異常（路面陥没）
④ 樹根貫入、植生の有無

壁石のはらみだし等、形状に変化がある場合は、中詰の変状が疑われるため、
流出に伴う空洞、中詰材の粒径、石材のずれ（抜け出し）等、以下の観点で状態の
把握を行う必要がある。

イ）石材の抜け落ちが確認された周辺部位での変状の確認

ロ）石材のひびわれや破断（亀裂）、剥離の原因は、①形状の変化による応力変
化、②石材の材質に依存する両者が疑われる場合もあるため、形状の変化
の要因、今後の経時変化について判断できるような情報を取得

１．16 各部材の状態把握 （壁石・中詰）

■壁石・中詰の状態の把握



ハ）アーチ形状に経時変化があった場合はその
上部における壁石・中詰にも変状が生じてい
ないか等、各部材の変状の相関についての
確認が必要

ニ）今後の経時変化について判断するための情
報が得られるように、寸法を計測して定量的
に把握することが必要

ホ）壁石が輪石への荷重伝達ができているか、石
材相互の一体性も確認することが重要
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１．17 各部材の状態把握 （壁石・中詰）

写真1.17-1 壁石のはらみ出しの事例

■壁石・中詰の状態の把握
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ヘ）中詰材（土砂、栗石、石材等）によっては、土圧により、壁石のはらみ出しの原因
となるため、必要に応じて中詰材の調査を実施

ト）樹根を取り除くことにより変状が生じる可能性が有る場合
・本体構造に影響の無い範囲までの撤去を基本
・撤去できない場合は記録（位置や大きさ、根の張り具合、変状箇所）
・樹根は水の供給により生育するため、水の浸入経路についても確認

１．18 各部材の状態把握 （壁石・中詰）

写真1.18-1 中詰土の流出による空洞の事例

■壁石・中詰の状態の把握
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図1.19-1 壁石・中詰の変状事例

１．19 各部材の状態把握 （壁石・中詰）

■壁石・中詰の状態の変状事例



１）アーチ形状を拘束、路面を支持できるように、下記の観点で状態を把握

① 路面の凹凸、路面陥没、舗装の異常

② 漏水、排水不良の有無、水の流入

③ 路盤や背面土砂の流出

２）舗装・背面地盤の変状は、アーチ形状の拘束状態の変化を起こす可能性有り

22

漏水

背面地盤

土砂流出

路面
舗装の異常

（路面陥没）

空洞
（背面土の流出）

図1.20-1 舗装・背面地盤の変状事例

１．20 各部材の状態把握 （舗装・背面地盤）

空洞

壁
石

舗装の異常
（路面陥没）

輪石

水みち

中詰

写真1.20-1 橋梁背面から水が流入した事例

■舗装・背面地盤の状態の把握



舗装・背面地盤の変状は、アーチ形状の拘束状態の変化を起こす可能性があるため、石

造アーチ橋全体について下記の項目に着目して実施することが重要。

イ）舗装に沈下やひびわれ等に相関した壁石や中詰、輪石にも形状の変化

ロ）舗装の段差や沈下量を計測して経時変化を定量的に把握

ハ）排水不良による内部への水の流入による中詰の土砂流出や樹根貫入等の確認

ニ）中詰材の流出や空洞の発生は、舗装の変状に兆候が見られる場合あり、修繕がし

ばしば行われている痕跡や路面陥没等があれば、中詰の変状も疑うことも必要
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写真1.21-1 舗装の異常の事例 写真1.21-2 舗装の異常の計測事例

１．21 各部材の状態把握 （舗装・背面地盤）

■舗装・背面地盤の状態の把握



ホ）洪水等による背面地盤及び中詰の流出によって、輪石に偏載荷重が作用し

アーチ形状に変化を来す可能性がある留意が必要

ヘ）道路縦断によっては、道路排水が滞水しやすく、石造アーチ橋への水の浸入に

よる中詰の細粒分流出の原因となるため、防水・排水の検討のための滞水状況

の記録が必要
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１．22 各部材の状態把握 （舗装・背面地盤）

写真1.22-1 道路排水の滞水の事例（水の浸入により中詰土が流出して空洞が発生）

■舗装・背面地盤の状態の把握



防護柵（ガードレール、コンクリート、石材等）、拡幅部の床版、添架物等が挙げら
れ、防護柵の通りを確認した際に、異常がある場合には、主要部材に変状が生じて
いる可能性があり、橋全体の構造安全性に影響を及ぼす可能性がある。

石造アーチ橋特有の注意点としては、以下の事例が挙げられる。

①護岸や路上施設等に主要部材へ影響が生じる変状の発生していないか、石造
アーチ橋全体やアーチ形状に支障はないか等の観点で状態を把握

②防護柵（高欄）の路面内側の傾きが発生している場合は、橋梁本体に変状の発
生や中詰の異常の可能性が高いため、全ての部材に対して関連する変状がな
いかの確認が必要

③護岸及び水切りに変状が発生している場合は、輪石、橋台・橋脚・基礎、壁石・
中詰に対する変状も合わせての確認が必要
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１．23 各部材の状態把握 （その他の部材）

■その他の部材の状態の把握



26写真1.24-3 防護柵の通りの異常の事例 写真1.24-4 護岸の変状の事例

１．24 各部材の状態把握 （その他の部材）

■その他の部材の状態の把握［その他の部材の変状事例］

写真1.24-1 防護柵の通りの異常の事例 写真1.24-2 防護柵の通りの異常の事例
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表1.25-1 確認すべき形状・変状の種類

１．25 確認すべき形状・変状の種類
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表1.26-1 各部位・部材の対象とする形状・変状の項目

１．26 各部位・部材の対象とする形状・変状の項目
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□ １．定期点検の留意点
・定期点検の基本
・耐荷機構に関わる変状の要因との関係
・全体外観確認
・各部材の状態把握

■ ２．記録方法の例



２．1 記録方法の例①

１）アーチの構造安全性が重要であるため、定期点検実施時には橋梁全体の変状
の確認が必要。経年的な変状を把握するために、形状確認図（④形状確認図の
例）と橋梁全体の写真を記録。

２）構造の概要、現状の損傷の状態、耐荷力の観点、原因、進行性を考慮し、次回
点検までの措置方針に関する助言を記述。文化財の指定機関や石の種類等に
ついても記載しておくとよい（①定期点検記録様式の例を参考）。

３）部材毎の健全性の診断の所見は、部材毎・損傷種類毎に作成（③部材番号図の
例）。近接目視を基本とした状態の把握が適正に行われたことも明示するために、
写真等も添付（②損傷写真及び判定結果の例）。輪石にナンバリングを行い、変
状の経年変化を確認しやすいように部材図を作成した事例もある。

４）健全性の診断に考慮した損傷については、部材番号と対応して、大まかな損傷
の位置や範囲をスケッチし、損傷写真番号とともに旗揚げ（⑤損傷図の例）。

５）計測は変状の経年変化を確認しやすい位置とし、次回点検でも同位置で実施で
きるように定点の位置を明確にして記録。計測位置が明確となるよう遠景と近景
写真も添付しておくとよい。

６）定期点検のみでなく、異常時（地震や洪水等）により被災を受けた際の復旧にも
活用できるため、変状が生じていない箇所についても写真撮影等により記録。
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２．2 記録方法の例②

31

① 定期点検記録様式の例
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■文化財指定の状況

図2.3-1 文化財指定の割合 ［N=687橋］

指定無し

国指定

県指定

市町村指定

図2.3-2 分布状況

２．3 記録方法の例③

指定無し

（608橋）

88.5%

国指定

（10橋）

1.5%

県指定

（10橋）

1.5%

市町村指定

（59橋）

8.5%

※2021年3月現在



２．4 記録方法の例④
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② 損傷写真及び判定結果の例



２．5 記録方法の例⑤

34※画像による場合は省略してもよい

③ 部材番号図の例
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■形状確認・輪石にナンバリングを行った事例

２．6 既存定期点検の事例



２．7 記録方法の例⑥
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④ 形状確認図の例
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２．8 記録方法の例⑦

※画像に置き換えてもよい

⑤ 損傷図の例
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２．9 記録方法の例⑧

写真2.9-1  遠景と近景写真により変状位置を明確にした事例

■変状写真の記録方法の事例



２．10 三次元測量による図面作成の事例①
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１）架設年次が古く、構造図等の図面が現存していないもの多い。

２）維持管理の基礎資料として図面を作成して記録

３）離散構造で計測箇所が多くなるため、三次元測量や画像により記録するのが効率的

①データ処理合成

各計測により、個別の点群データから計測対象全体の点群データを取得してデータを合成

※出典「宇城市教育委員会提供：教育第B-4号 鴨籠橋修復整備測量設計
業務委託 調査結果報告書 三次元測量及び画像データ,2018.3」

合成



②点群投影画像作成
三次元レーザーで取得した点群を水平・垂直面に投影し、平面図及び側面図を作成した。

なお、不要な地面等の点群が投影されないよう高さを設定し、点群を投影した。
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▲平面画像 ▲桁下画像

▲側面画像(1) ▲側面画像(2)

２．11 三次元測量による図面作成の事例②

※出典「宇城市教育委員会提供：教育第B-4号 鴨籠橋修復整備測量設計
業務委託 調査結果報告書 三次元測量及び画像データ,2018.3」
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③現況一般図作成：画像をトレース、橋長や幅員等の諸元を記載して図面を作成

２．12 三次元測量による図面作成の事例③

※出典「宇城市教育委員会提供：教育第B-4号 鴨籠橋修復整備測量設計
業務委託 調査結果報告書 三次元測量及び画像データ,2018.3」
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①下流立面オルソ画像（下流側からの側面図）

２．13 画像による図面作成の事例①

※出典「宇城市教育委員会提供：教育第B-4号 鴨籠橋修復整備測量設計
業務委託 調査結果報告書 三次元測量及び画像データ,2018.3」
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②左岸立面オルソ画像（A1橋台）

２．14 画像による図面作成の事例②

③右岸立面オルソ画像（A2橋台）

※出典「宇城市教育委員会提供：教育第B-4号 鴨籠橋修復整備測量設計
業務委託 調査結果報告書 三次元測量及び画像データ,2018.3」
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オルソ画像は端部の
歪みを補正

２．15 画像による図面作成の事例③

【参考】デジタルカメラによる画像

【参考】オルソ画像

デジタルカメラの画像
は端部に歪みが生じる

※出典「宇城市教育委員会提供：教育第B-4号 鴨籠橋修復整備測量設計
業務委託 調査結果報告書 三次元測量及び画像データ,2018.3」


